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T
M
S
を
導
入
す
る
た
め
に
は
、
経
営
戦
略
お
よ
び
財

務
戦
略
を
展
開
し
、
財
務
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
情

報
基
盤
と
し
て
シ
ス
テ
ム
化
の
企
画
立
案
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
遂
行
が
必
要
で
あ
る
。
T
M
S
の
導
入
効
果
を
最
大

限
に
生
か
す
た
め
に
も
、
課
題
認
識
や
財
務
ポ
リ
シ
ー
、

財
務
プ
ロ
セ
ス
の
再
定
義
、
バ
ン
キ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の

業
務
改
善
が
シ
ス
テ
ム
導
入
の
前
提
条
件
と
し
て
不
可

欠
で
あ
る
。

T
M
S
構
築
の
第
一
歩
は
、
基
幹
業
務
デ
ー
タ
の
整

備
・
統
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
期
日
別
債
権
債
務
デ
ー
タ

や
受
発
注
デ
ー
タ
な
し
に
入
出
金
予
定
の
正
確
な
把
握

は
困
難
で
あ
り
、
通
貨
別
債
権
債
務
デ
ー
タ
な
し
に
為

替
リ
ス
ク
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
把
握
は
難
し
い
。「
会
計
」や「
販

売
」「
購
買
」な
ど
の
基
幹
業
務
プ
ロ
セ
ス
、
デ
ー
タ
の
統

合
管
理
に
は
E
R
P
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
有
効
で
あ
る
。
E
R

P
を
活
用
し
て
業
務
プ
ロ
セ
ス
間
の
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
統
合
し
、
業
務
の
自
動
化
、
標
準
化
に
効
果
を
上

げ
て
い
る
企
業
は
、
大
企
業
の
み
な
ら
ず
中
堅
企
業
に

お
い
て
も
増
え
て
き
て
い
る
。
最
近
で
は
、
親
会
社
の
E
R

P
導
入
時
に
テ
ン
プ
レ
ー
ト
化
を
行
い
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を

グ
ル
ー
プ
企
業
に
展
開
す
る
手
法
で
、
早
く
、
低
コ
ス
ト

に
グ
ル
ー
プ
共
通
の
業
務
シ
ス
テ
ム
基
盤
を
構
築
す
る
事

例
も
見
ら
れ
る
。

基
幹
業
務
プ
ロ
セ
ス
、デ
ー
タ
を
統
合
し
て
事
業
取
引

の
可
視
性
、
透
明
性
を
確
保
し
た
上
で
、
財
務
取
引
、

財
務
戦
略
策
定
、
実
行
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
情
報
基
盤

を
構
築
す
る
。
こ
こ
で
も
基
幹
業
務
と
財
務
取
引
、
財

務
戦
略
と
の
プ
ロ
セ
ス
、デ
ー
タ
統
合
が
、
財
務
ポ
リ
シ
ー

に
基
づ
い
た
財
務
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
し
、モ
ニ
タ
リ
ン

グ
す
る
上
で
重
要
と
な
る
。
T
M
S
構
築
ツ
ー
ル
に
は
ス

タ
ン
ド
ア
ロ
ン
T
M
S
、
E
R
P
の
財
務
モ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

様
々
な
選
択
肢
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は「
統
合
」に
焦
点

を
当
て
、
E
R
P
財
務
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
活
用
し
た
例
を
紹

介
す
る
。
図
1
は
E
R
P
の
拡
張
機
能
で
あ
る
財
務
管
理

モ
ジ
ュ
ー
ル（
T
M
S
）と
戦
略
経
営
管
理
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
活

用
し
た
グ
ル
ー
プ
財
務
資
金
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
例
で
あ

る
。「
基
幹
業
務
」の
み
な
ら
ず
、「
財
務
管
理
」「
戦
略
経

営
管
理
」の
各
プ
ロ
セ
ス
、
デ
ー
タ
の
統
合
が
ビ
ル
ド
イ
ン

さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
財
務
管
理
」

で
貸
付
金
実
行
を
行
う
と
会
計
仕
訳
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に「
基
幹
業
務（
会
計
）」に
反
映
さ
れ
、「
戦
略
経
営
管

理
」の
関
連
経
営
指
標
が
更
新
さ
れ
る
と
い
っ
た
具
合
で

あ
る
。
実
際
は
、
企
業
の
経
営
目
的
や
現
状
に
合
わ
せ

て
必
要
な
機
能
を
段
階
的
に
導
入
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
こ
こ
で
は
図
1
の
財
務
管
理
、
戦
略
経
営
管
理
の
機

能
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

●
社
内
銀
行

社
内
銀
行
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
企
業
の
資

金
決
済
や
貸
借
管
理
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
社
内
銀
行
の
基
本
構
造
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
社
内
銀

行
を
設
立
し
、
そ
こ
に
グ
ル
ー
プ
企
業
の
口
座
を
開
設
し

た
上
で
資
金
決
済
は
全
て
社
内
銀
行
経
由
で
行
う
と
い

う
も
の
だ
。
例
え
ば
グ
ル
ー
プ
企
業
間
の
債
権
債
務
は
、

社
内
銀
行
口
座
の
付
替
え
だ
け
で
決
済
す
る
マ
ル
チ
ラ

テ
ラ
ル
・
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
可
能
と
な
り
、
実
送
金
を
伴
う

CFO FORUM●22

C
M
S（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）の
導
入
に
よ
り
、
多
く
の
日
本
企
業
が
財
務
業
務
の
効
率
化
と
集
中
化
に
着
手
し
は
じ
め
た
。

一
方
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
財
務
リ
ス
ク
も
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
統
合
管
理
す
る

T
M
S（
統
合
型
財
務
資
金
管
理
シ
ス
テ
ム
）を
導
入
し
て
い
る
企
業
と
な
る
と
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
。

欧
米
で
は
E
R
P（
統
合
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
）で
基
幹
業
務
の
シ
ス
テ
ム
基
盤
を
固
め
た
上
で
、

T
M
S
を
活
用
し
た
グ
ル
ー
プ
財
務
の
一
元
管
理
が
進
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
は「
統
合
」に
焦
点
を
当
て
、
E
R
P
を
活
用
し
た
グ
ル
ー
プ
財
務
資
金
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
、
構
築
に
つ
い
て
概
説
す
る

中
野
浩
志
S
A
P
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
日
本
C
F
O
協
会
主
任
研
究
委
員
）

ERPを活用した
グループ財務資金管理システム



資
金
決
済
は
不
要
と
な
る
。
図
2
が
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
セ

ス
概
要
で
あ
る
。
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
送
金
手
数
料
削

減
や
グ
ル
ー
プ
企
業
間
決
済
用
手
持
ち
資
金
削
減
に
よ

る
資
金
コ
ス
ト
低
減
を
期
待
で
き
る
。
さ
ら
に
、
支
払
い

や
回
収
も
社
内
銀
行
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
究
極
的
に

は
子
会
社
の
銀
行
口
座
を
全
廃
す
る
こ
と
も
可
能
と
な

る
。
社
内
銀
行
は
ビ
ジ
ネ
ス
要
件
に
合
わ
せ
て
、
日
米
欧

な
ど
の
複
数
拠
点
に
設
定
で
き
る
。

●
資
金
管
理
　
資
金
管
理
で
、
受
発
注
や
債
権
債
務
期

日
デ
ー
タ
、
借
入
金
の
支
払
予
定
な
ど
の
財
務
取
引
デ
ー

タ
を
入
出
金
予
定
と
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン

グ
し
、
将
来
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
可
視
化
す
る
。

●
財
務
取
引
管
理
　
資
金
管
理
で
資
金
の
過
不
足
を
把

握
し
、
運
用
・
調
達
な
ど
の
財
務
取
引
に
つ
な
げ
る
。
財

務
取
引
管
理
は
、
借
入
金
・
貸
付
金
だ
け
で
な
く
、
社

債
・
C
P
発
行
や
関
係
会
社
へ
の
出
資
金
、
為
替
予
約
や

金
利
ス
ワ
ッ
プ
な
ど
幅
広
い
金
融
商
品
の
取
引
・
会
計
処

理
・
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
部
統
制
を
ビ
ル
ド
イ
ン
し
た
財
務
取
引
プ
ロ
セ
ス
管

理
、
未
収
未
払
利
息
計
上
や
時
価
評
価
な
ど
の
決
算
処

理
機
能
な
ど
は
業
務
効
率
化
、
決
算
早
期
化
の
武
器
に

な
る
。

●
財
務
リ
ス
ク
管
理

財
務
リ
ス
ク
管
理
で
、
為
替
ポ
ジ

シ
ョ
ン
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ナ
リ
オ
を
加
味

し
た
V
a
R
、
N
P
V
な
ど
リ
ス
ク
値
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

取
引
先
な
ど
に
設
定
し
た
限
度
に
対
す
る
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
財
務
リ
ス
ク

の
可
視
化
は
、ヘ
ッ
ジ
方
針
に
基
づ
く
財
務
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
実
行
だ
け
で
な
く
、
投
資
家
へ
の
説
明
責
任
と
い
う
点

で
も
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

●
戦
略
経
営
管
理
　
戦
略
経
営
管
理
で
、
事
業
計
画
と

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
制
度
連
結
や
管
理
連
結
、
各
種
経
営

指
標
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
グ
ル
ー
プ

レ
ベ
ル
で
一
元
管
理
す
る
情
報
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
例
え
ば
、
戦
略
経
営
管
理
で
社
内
格
付
け

に
よ
る
子
会
社
評
価
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
仕
組
み
を
作

り
、
社
内
格
付
け
結
果
を
前
述
の
社
内
銀
行
や
財
務

取
引
管
理
を
使
っ
て
子
会
社
別
与
信
枠
、
社
内
金
利
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
子
会
社
管
理
強
化
、
社
内
融

資
制
度
導
入
に
よ
る
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
防
止
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
ま
で
、
企
業
グ
ル
ー
プ
内
業
務
プ
ロ
セ
ス
、
デ
ー
タ

統
合
に
焦
点
を
当
て
、
E
R
P
財
務
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
活
用

し
た
グ
ル
ー
プ
財
務
資
金
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
例
に
つ
い

て
説
明
し
た
。
今
回
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
図
1
に

あ
る
よ
う
に
金
融
機
関
や
情
報
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
な
ど
外
部

サ
ー
ビ
ス
活
用
や
外
部
シ
ス
テ
ム
と
の
デ
ー
タ
連
携
も
財

務
管
理
効
率
化
や
グ
ル
ー
プ
財
務
資
金
管
理
シ
ス
テ
ム

構
築
に
あ
た
り
今
後
ま
す
ま
す
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
。
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